
資料４
北海道国民健康保険運営方針の素案の概要

第１章 基本的事項

１ 策定の目的 ○H30年度以降の国保制度においては、道は財政運営の責任主体として中心的な役
割を担う一方で、市町村は、地域住民と身近な関係の中、資格管理や保険給付、
保険料(税)率の決定・賦課・徴収、保健事業など地域におけるきめ細やかな事業
を引き続き担う等、道と市町村が一体となって、国保事業を運営する。

○この運営方針は、道と市町村に関する事務を共通認識の下で実施するとともに、
安定的な財政運営及び事務の広域化や効率化の推進に向けて策定。

２ 国保の被保険 ○国保に加入している被保険者のほか、北海道国保連合会、さらに北海道医師会や
者等の役割･ 北海道歯科医師会、北海道薬剤師会などが、それぞれの役割･責務のもと国保制
責務 度を国民皆保険制度の要として運営。

３ 運営方針の適 ○令和6年度から令和11年度までの6年間とし、中間年となる令和8年度までに必要
用及び見直し に応じて見直しを行う。

第２章 国保の医療に要する費用及び財政の見通し

１ 医療費の動向 ○医療費の将来の見通しについては「北海道医療費適正化計画（第四期）」の推計
と将来見通し 方法を用いて推計。

２ 財政収支の改 ○国保財政を安定的に運営していくためには、国民健康保険が一会計年度単位で行
善と均衡 う短期保険であることから、必要な支出を保険料(税)や国庫負担金等賄うことで

当該年度の特別会計の収支を均衡させる必要がある。

３ 赤字解消･削 ○決算において決算補填等を目的とする一般会計繰入や前年度繰上充用が生じ、翌
減の取組、目 々年度までに解消が見込まれない市町村は、解消に向けた基本方針、目標設定、
標年次等 取組について道と協議を行い「赤字解消・削減計画」を策定する。適正な保険料

率設定や収納率等に関する要因分析を行った上で、計画的･段階的な解消が図ら
れるよう取り組む。

○新たに赤字が発生した市町村に対しては令和12年度までに赤字を解消する計画を
策定する。

４ 財政安定化基 ○国民健康保険事業の財政安定化のため、保険給付増や保険料収納不足により財源
金の使用 不足となった場合に備え、法定外一般会計繰入を行う必要がないよう、道が設置

した財政安定化基金により、道国保特会や市町村に対し貸付及び交付を行う。

第３章 納付金及び標準的な保険料(税)の算定方法

１ 目指す姿 ○道においては所得水準や医療費水準の地域差が非常に大きいことから、激変が生
じないよう調整しながら被保険者間の負担の公平化を進めていく。

２ 保険料水準の ○全道どこに住んでいても同じ所得、同じ世帯構成であれば同じ保険料負担となる
統一 よう、市町村が定める保険料率が道が示す全市町村統一の標準保険料率と同率と

することを「保険料水準の統一」と定義。
○令和12年度を目途に保険料水準の統一を目指す。
○保険料水準の統一に向けた課題と取組の方向性
(1)令和8年度までの資産割の廃止、(2)賦課限度額の統一、(3)市町村個別の歳
入･歳出の共通化、(4)市町村間の収納率差による保険料負担差の公平化、
(5)決算補填等目的の法定外繰入の解消

３ 納付金の算定 ○全道での応能割と応益割との構成割合を定める係数(所得反映係数β)について、
方法 国基準となる北海道βの設定や、医療費水準の反映割合(医療費指数反映係数α)

の設定について、負担の公平化と保険料設定の安定化を図る観点から令和6年度
から納付金配分に医療費水準を反映させない(α＝０)こととする。

第４章 保険料(税)の徴収の適正な実施

１ 目指す姿 ○道では保険料水準の統一による「加入者負担の公平化」を目指しており、その達
成には各市町村の収納率差による保険料負担差を公平化する必要がある。

○道と市町村が一体となって収納事務の平準化及び収納率の向上による収納率差の
縮小に資する取組を実施。



２ 収納率目標 ○各市町村の収納率実態を踏まえた、被保険者規模に応じた収納率目標を設定。
被保険者数規模 20,000人以上 10,000人以上 5,000人以上 5,000人未満

20,000人未満 10,000人未満

目標収納率 94.9% 96.4% 97.2% 97.6%

３ 加入者負担の ○収納率向上に資するよう、一定の基準を定め、下記の取組を進める。
公平化に向け ① 実施基準に基づく滞納処分等の執行
た取組 ② 保険料（税）の納付方法として口座振替を推進

③ 早期納付勧奨の実施
④ 先進事例を参考にした収納事務の年間スケジュールの作成

第５章 保険給付の適正な実施

１ レセプト点検 ○市町村がより効率的に二次点検を実施できるよう、北海道国保連合会への一括委
の充実強化 託を進めるほか、必要な支援に努める。

２ 第三者求償の ○市町村が計画的な求償事務に取り組むことができるよう、北海道国保連合会等と
取組強化 連携し、助言等の支援を行う。

３ 不正請求への ○保険医療機関等における不正請求防止対策を推進するため、北海道厚生局と連携
取組強化 を図りながら保険医療機関に対する指導等を実施。

第６章 医療費の適正化の取組

１ 医療費の適正 ○医療費適正化に向けた取組として、下記項目に取り組む。
化に向けた取 １．特定健診受診率、特定保健指導実施率の向上
組 ２．保健事業実施計画の策定及び推進

３．生活習慣病対策としての発症予防と重症化予防の取組
４．たばこ対策 ５．歯と口腔の健康づくり
６．重複受診や頻回受診等に係る指導の充実
７．適正受診及び適正投薬の推進 ８．後発医薬品等の使用促進

○第4期北海道医療費適正化計画に定める取組との調和を図る。

第７章 事務の広域的及び効率的な運営の推進

１ 広域的・効率 ○保険料(税)減免及び一部負担金減免の基準の統一化を進める。
的運営の推進 ○事務の広域化及び効率化に資する取組として、サーバー等の機器を共同利用する
に向けた取組 クラウド構築による市町村事務処理標準システムの導入促進を図る。

第８章 保健医療サービス及び福祉サービス等に関する施策との連携

１ 保健医療サー ○国保部門と保健医療･福祉に関する施策その他の関連施策との連携に関する下記
ビス及び福祉 取組を進める。
サービス等と １．国保データベースシステム等情報基盤の活用
の連携 ２．保健医療と福祉サービスに関する施策等の連携

３．高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施

２ 他計画との整 ○道は広域的な保険者として、運営方針と道の「高齢者保健福祉計画･介護保険事
合性 業支援計画」、「医療計画」、「障がい福祉計画」、「健康増進計画」等と連携。

第９章 北海道の国保の健全な運営

１ 北海道国保市 ○運営方針に基づき、国保制度を安定的に運営していくためには、道と市町村及び
町村連携会議 北海道国保連合会の協力と連携が大変重要であり、それぞれが適正な役割分担の
の設置 下、対等な立場で協議を行う場を「北海道国民健康保険市町村連携会議」とする。


